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研究成果の概要（和文）： 
 グローバルな氷期—間氷期の気候変動に対して，造礁サンゴの地理的分布がどの様に変化して

きたのか？この問いに答えるために，現在のサンゴ礁分布北限近くの北緯 28.2度に位置する琉

球列島喜界島において浅層ボーリング掘削を実施し，氷期のサンゴ礁とそれらを構成する化石

サンゴ種の調査を行った．その結果，4〜7 万年前と約 14 万年前の低海水準期には喜界島にサ

ンゴ礁が発達し，それらを構成するサンゴには日本列島沿岸の温帯域に特徴的に分布する種が

含まれることが明らかになった． 

 
研究成果の概要（英文）： 
 To understand how hermatypic corals expanded/shrunk their geographical distribution 
ranges in response to the global climate changes during glacial-interglacial cycles, 
glacial coral reef deposits in Kikai Island of Ryukyu Islands, located near the northern 
limit of coral reefs, were collected by the shallow drillings. Lithologic and 
stratigraphic investigations of these reef deposits indicate that coral reefs were 
developed during the glacial low sea levels at 40-70 kyr B.P. and ~140 kyr B.P. Further, 
taxonomic studies of fossil corals demonstrated that these glacial reefs were partly 
comprised of corals dominated in the modern temperate regions along the Japanese 
archipelago. 
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１．研究開始当初の背景 
 現在，琉球列島には約 400 種の造礁サンゴ
（以下，サンゴ）が分布するが，その数は高

緯度に向かって減少している．サンゴ群集と
してみると八重山〜奄美諸島の「熱帯サンゴ
礁型」と種子島〜紀伊半島の「温帯非サンゴ
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礁型」，さらに北の「高緯度型」に区分され，
「熱帯型」は更に八重山，沖縄，奄美の３グ
ループに細分される（図１: Veron 1992）．
すなわち琉球列島を中心に日本列島沿岸で
は，サンゴ種数および群集に緯度方向の変化
があり，表層水温と良い相関がみられる
（Veron 1992）．この様な状況で，近年の急
激な温暖化の影響により，熱帯域に特有のサ
ンゴ種の分布域が北方に拡大していること
が明らかにされている（Yamano et al. 2011）． 
 しかしその一方で，温暖化前の地理的分布
がいつ頃どの様にして成立したのか，そのプ
ロセスは十分に解明されていない．特に，現
在の生物地理に大きな影響を与えている氷
期—間氷期の気候変動によって，サンゴの分
布がどの様に変化したのか全く分かってい
ない．その主な原因として，海水準が低下し
ていた氷期の化石サンゴ試料の入手・調査が
困難であることが挙げられる．唯一，赤道域
に位置するパプア・ニューギニアで，氷期に
も現在と変わらないサンゴ群集が分布して
いたことが報告されている（Pandolfi 1996）． 
 
 ２．研究の目的 
 奄美諸島喜界島には，活発な隆起運動によ
り，氷期のサンゴ礁が段丘として陸上に露出
している．更に島は北緯 28.2 度と，サンゴ
礁分布の北限，そして「熱帯型」と「温帯型」
サンゴ群集の分布域境界近くに位置してい
る（図１）．そのため，『現在は「熱帯型」が
分布する喜界島に，氷期には「温帯型」サン
ゴ群集が分布していた』という仮説を立て，
その検証を目指し，以下の 2 点を中心に研究
を行った． 
（１）これまでの年代学的研究から，喜界島
には 4〜7万年前と約 14万年前という氷期の
サンゴ礁堆積物（サンゴ石灰岩）の分布が報
告されている（Sasaki et al. 2004; Inagaki 
& Omura 2006）．しかし，それらは規模が小
さく，また段丘面上の限られた露頭での調査
に拠っていて，地層としての広がりや層位関
係が十分に明らかにされていない．そこで，
限られた年代測定値だけでなく，地層として
の特徴を明らかにして，氷期サンゴ礁の存在
を明確にする必要がある． 
（２）（１）で検討した氷期のサンゴ石灰岩
を対象にして，構成している化石サンゴ種の
同定を行い，喜界島における氷期のサンゴ群
集の特徴を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
 奄美諸島喜界島（図１）において，サンゴ
石灰岩の層位学的調査のために浅層ボーリ
ング掘削を行い（図２），柱状試料を採集し
た．掘削作業は㈱ジオアクトに委託した．掘
削した柱状試料を実験室に持ち帰り，岩石カ
ッターで半割の上，石灰岩の観察・記載を行

った．また，松田博貴教授（熊本大学）との
共同研究で，石灰岩基質部の酸素・炭素同位
体比測定を行い，過去の地表露出面の認定を
行った． 
 サンゴ群集調査のために，上記柱状試料と
併せて，露頭での観察（スケッチ）および試
料採集をして化石サンゴ種の同定を行った．
なおサンゴの同定に際して，杉原薫博士（国
立環境研究所）の指導を仰いだ． 
 

図 1琉球列島の造礁サンゴ種数と調査地 
 

図 2浅層ボーリング掘削の様子 
 



４．研究成果 
 これまでの研究で既に年代の明らかな，4
〜7万年前と約 14万年前のサンゴ石灰岩を中
心に，8 地点でボーリング掘削を行い（図２），
合計 47ｍの柱状試料を回収した．それらに加
えて露頭でのスケッチ（図３）などを行い，
以下の様な成果が得られた． 
 

図 3サンゴ石灰岩のスケッチ 
 
（１）氷期のサンゴ礁とその層序 
 約 14 万年前のサンゴ石灰岩（図４）は，
層厚 0.3〜1.5ｍで，数 100mの広がりをもち，
下位のロドリス石灰岩（図５）と上位のロド
リス石灰岩および大型有孔虫を含む生砕屑
性石灰岩に挟まれている．ロドリスや大型有
孔虫は共に陸棚上に分布することから，この
層序に基づき水深 100m 前後から浅海化して
サンゴ石灰岩が堆積して，その後，再び水深
100m 前後に深海化する堆積水深の変化が読
みとれる．これはサンゴ礁が低海水準期，す
なわち氷期に発達したことを意味する． 
 

図 4柱状試料中のサンゴ石灰岩 

 
図 5柱状試料中のロドリス石灰岩 
 
（２）氷期のサンゴ群集 
 喜界島における氷期（4〜7 万年前と約 14
万年前）のサンゴ種を調査した結果，現在の
熱帯から温帯域にかけて広く分布する種に
加えて，温帯域に特徴的な種が見出された．
このことは，『現在は「熱帯型」が分布する
喜界島に，氷期には「温帯型」サンゴ群集が
分布していた』ことを支持する結果である． 
  
 以上の結果に加えて地表露出面の認定な
どから，従来の万年スケールだけでなく，千
年スケールの急激な気候変動に対応したサ
ンゴ礁発達の可能性が示された．今後は，氷
期における千年スケールの気候変動に対す
るサンゴ礁やサンゴ群集変化について検討
すべく，より高精度の質量分析計を用いたウ
ラン系列年代測定を実施する計画である． 
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